
～下北圏域における～

平成３０年度
ケアマネージャーを対象とした
入退院調整の現状に関する
モニタリング調査結果

下北地域県民局地域健康福祉部保健総室

（むつ保健所） 健康増進課



モニタリング調査の実施

調査期間：Ｈ30年７月１日～７月31日

調査対象：管内すべての地域包括支援センター及び

居宅介護支援事業所

調査内容：Ｈ30年７月中の入退院状況、入退院時の

病院との連携での課題及びうまくいって

いる点等



回答のあった施設数及びケアマネ数

＜回答施設数＞

対象施設数 回答数 回答率

地域包括支援センター ６ ６ １００％

居宅介護支援事業所 ２９ ２９ １００％

計 ３５ ３５ １００％

＜回答ケアマネ数＞

回答数

地域包括支援センター １６

居宅介護支援事業所 ７５

計 ９１



利用者数（ケアマネ担当ケース数）

介護 支援 事業
合計

（介護＋支援＋事業）

地域包括支援センター ５ ３１４ １１４ ４３３

居宅介護支援事業所 ２,１５６ ２５７ ８５ ２,４９８

計 ２,１６１ ５７１ １９９ ２,９３１



入院件数及び入院時情報提供書送付件数
（平成30年７月）

ケアマネ⇒病院

介護 支援 事業
合計

（介護＋支援＋事業）

入院件数 ７９ ７ ３ ８９

入院時情報提供書
送付件数

６９ ３ ３ ７５

入院時情報提供率 ８７.３％ ４２.９％ １００％ ８４.３％



下北圏域の入院時情報提供率

ケアマネ⇒病院
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圏域別の入院時情報提供率
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津軽 八戸 青森 西北五 上十三 下北



退院件数及び退院調整連絡件数
（平成30年７月）

病院⇒ケアマネ

件数及び割合

退院件数 ７９

退院調整の連絡件数 ７１

退院調整率 ８９.９％



下北圏域の退院調整率
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圏域別の退院調整率
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津軽 八戸 青森 西北五 上十三 下北



介護保険別のケア会議開催状況
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退院時の病院との連携でうまくいっている点
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専門職のカンファレンスへの招へい

プランに反映しやすい情報提供

入院中にPT、看護師等からの指導や助言

担当医師、看護師からの情報説明

早い段階での退院または居宅支援の連絡

退院前からの頻繁な連絡、情報提供
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退院時の病院との連携の課題
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下北圏域の入退院調整に関する報告書
～医療介護連携調整実証事業の実施結果から～

（平成３０年３月作成）の活用状況

報告書（アンケート調査の結果や現在
の入退院調整の流れ等についても整
理したもの）を業務の参考に活用して
いるケアマネは、24.2％と低かった

周知が必要

下北地域県民局地域健康福祉部保
健総室（むつ保健所）のホームページ
からダウンロード
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